
農
作
業
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
６
月
は
、
田
植
え
や
さ

つ
ま
い
も
の
植
付
け
な
ど
、
農
作
業

が
忙
し
く
な
る
時
期
で
す
。
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
え
機
等
の
農
業
機
械
を

利
用
す
る
際
は
、
家
族
や
地
域
で
声

を
か
け
合
っ
て
、
農
作
業
の
安
全
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
喚
起
事
項

●
ト
ラ
ク
タ
ー
の
安
全
フ
レ
ー
ム
の
装

着
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
忘
れ
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

●
技
術
を
過
信
せ
ず
、
農
業
機
械
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
作
業
に
行
く
際
は
、
携
帯
電
話
を

持
ち
歩
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
点
検
や
雑
草
等
の
巻
き
付
き
を
取
り

お
知
ら
せ

　
公
的
年
金
に
は
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

国
民
年
金
に
は
日
本
に
住
む
20
歳
か

60
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
、
共
通
の
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
方
は
、

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、

年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
上
乗
せ
さ

れ
た
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、　　
　
　
　
　
　
　

老
後
の
年
金
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
と
い
う
と
、「
老
後
の
年

金
」の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
不

測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
年
金
で

す
。
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
は「
障
害
基
礎
年
金
」
が
生
涯

支
給
さ
れ
、
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ

の
遺
族
に「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

年金だより　

国民年金の特徴

住 民 税 務 課　☎ 0994-22-3039
住 民 生 活 課　☎ 0994-25-2511
鹿屋年金事務所　☎ 0994-42-5121

除
く
時
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

●
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
熱
中
症
対
策
に
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
手
洗
い
や
咳
が
あ
る
時
の
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
、
通
常
の
感
染
症
対
策

の
徹
底
を
図
り
、
落
ち
着
い
て
対
応

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
次
の
症
状
が
あ
る
方

は
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
風
邪
の
症
状
や
37
．
５
℃
以
上
の

発
熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い
る

●
強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し
さ
が
あ
る

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
な
ど
あ
る
方

は
右
の
状
態
が
２
日
程
度
続
く
場
合

●
問
合
せ　
鹿
屋
保
健
所

☎
０
９
９
４
‐
52
‐
２
１
０
６

＊
将
来
、
少
し
で
も
多
く
の
年
金
を

も
ら
う
た
め
に
、
年
金
を
増
や
す
方

法
と
し
て
、
月
々
の
定
額
保
険
料
に

付
加
保
険
料（
月
々
４
０
０
円
）
を

プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
涯
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

男
女
と
も
平
均
寿
命
が
延
び
て
い
ま

す
。
年
を
取
っ
て
か
ら
の
生
活
費
の

不
安
も
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。

＊
国
民
年
金
に
は
老
後
の
生
活
費
の

基
礎
と
な
り
、
長
生
き
す
れ
ば
す
る

だ
け
年
金
が
受
け
取
れ
る「
老
齢
基

礎
年
金
」が
あ
り
ま
す
。

国
の
補
助
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
の
年
金
額
の
2
分
の
1
は

国
庫
負
担
で
す
。

税
制
上
も
有
利
で
す

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

貯
蓄
や
私
的
年
金
と
は
異
な
り
ま
す

国
民
年
金
に
は
、
社
会
経
済
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
あ
ら
か
じ

め
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
対
応
し
て
、

従
前
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し

の
で
き
る
年
金
を
保
障
す
る
機
能
が

あ
り
ま
す
。

※
令
和
2
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

額
は
、月
額
１
６
，５
４
０
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
鹿

屋
年
金
事
務
所
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９-

42-

５
１
２
１

マイナンバーカードが健康保険
証として利用できるように！

　2021 年 3 月からマイナンバーカー
ドが健康保険証として利用できるよう
になります。そのためには、利用する
前に、マイナンバーカードを健康保険
証としてお使いになるための登録が必
要となります。登録の申し込みは2020
年度はじめからマイナポータルが閲覧
できるスマートフォンやご自宅のパソ
コンなどからできるようになります。
　就職・転職の際に保険証がすぐに発
行できない場合があります。そんな時
に、登録を行ったマイナンバーカード
があると、保険証ができるまでの間も
病院で医療保険を使うことができます。
さらに、オンラインによる医療保険資
格の確認により高齢受給者証や高額医
療費の限度額認定証などの書類の
持参が不要になります。マイナ
ンバーカードをお持ちの方は
マイナポータルにご登録を、
お持ちでない方はマイナ
ンバーカードをぜひ
申請してください。
　問役場住民税務課
　☎ 22-3039

県
中
小
企
業
融
資
制
度
（
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
応
資
金
）
の
ご
案
内

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
経
営
に
影
響
を
受
け
て

い
る
中
小
企
業
者
が
利
用
で
き
る
県

の
融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
対
象
者　
最
近
１
ヶ
月
間
の

売
上
金
額
が
前
年
同
期
の
売
上
金
額

に
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
し
て
お

り
、
か
つ
、
今
後
も
売
上
金
額
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
小
企
業
者

●
融
資
限
度
額　

運
転
資
金

２
、
０
０
０
万
円
、
設
備
資
金

３
０
０
０
万
円

●
融
資
期
間　

  

運
転
資
金
７
年
以

内
（
う
ち
据
置
24
月
以
内
）

設
備
資
金
10
年
以
内
（
う
ち
据
置
36

月
以
内
）

●
融
資
利
率　

  

年
1.6
％
～
年
2.2
％

●
保
証
料
率　

  

年
０
．
６
５
％

●
問
合
せ

最
寄
り
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
９
４
６

４
月
か
ら
５
月
の
「
照
葉
樹
の
森
」

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　
照
葉
樹
の
森
で
は
、
自
然
を
満
喫

で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
登
山
会
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
や
お
友
達

と
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
自
然
体
感
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
間
泊

港
～
浜
尻
海
岸
」
４
月
26
日
日

●
自
然
体
感
ミ
ニ
登
山
「
自
然
石
展

望
台
」
５
月
３
日
日

●
月
例
登
山
会
「
国
見
山・黒
尊
岳
」

５
月
10
日
日

●
自
然
体
感
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
荒
平

天
神
」
５
月
24
日
日

※
参
加
費
、
応
募
期
間
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
は
、
照
葉
樹
の
森
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り  

ま
す
の
で
、
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
先
及
び
問
合
せ
先

照
葉
樹
の
森
管
理
事
務
所

☎
０
８
０
‐
６
４
１
７
‐
６
５
１
８

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
（
イ
ヌ
マ
キ
の

害
虫
）
に
注
意

　
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
は
、
主
に
イ

ヌ
マ
キ
の
葉
を
食
べ
る
蛾
の
仲
間
の

害
虫
で
す
。
幼
虫
に
よ
る
食
害
の
程

度
が
大
き
い
場
合
は
、
被
害
木
が
枯

死
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
イ

ヌ
マ
キ
等
を
定
期
的
に
観
察
し
、
幼

虫
の
早
期
発
見・防
除
が
必
要
で
す
。

防
除
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
発
生
が
少
数
の
場
合
は
、
木
を
揺

す
り
、
落
下
し
た
幼
虫
を
捕
殺
又
は

拾
い
集
め
て
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
生
数
が
多
い
と
き
は
、
ト
レ
ボ

ン
乳
剤(

４
０
０
０
倍
希
釈)

、
ス

プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
40(

１
、５
０
０

～
２
、０
０
０
倍
希
釈)

ま
た
は

ロ
ッ
ク
オ
ン(

１
０
０
０
倍
希
釈)

の
散
布
が
効
果
的
で
す
。
薬
剤
の
使

用
方
法
や
使
用
上
の
注
意
事
項
を
遵

守
し
、
気
象
条
件
等
を
十
分
勘
案
し

て
、
安
全
か
つ
適
正
に
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。

宴
会
で
の
食
べ
残
し
は
外
食
の
８
倍

30
・
10
運
動
で
食
品
ロ
ス
を
！

　
日
本
の
食
品
ロ
ス
（
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る
食
品
）
の
発

生
量
は
、
年
間
６
０
０
万
ト
ン
以
上

に
の
ぼ
り
、
特
に
宴
会
で
の
食
べ
残

し
の
量
は
、
食
堂
等
で
の
外
食
（
昼

食
）
の
約
８
倍
に
も
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
県
で
は
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
に
向
け
た
取
組
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
宴
会
等
で
の
「
30
・
10
（
さ
ん

ま
る
・
い
ち
ま
る
）
運
動
」
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
歓
送
迎
会
等
の
際
に

は
、
幹
事
さ
ん
等
か
ら
次
の
よ
う
な

呼
び
か
け
を
行
い
、「
30
・
10
運
動
」

の
実
践
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
乾
杯
前
後　
「
最
初
の
『
30
分
間
』

は
、
周
り
の
人
と
歓
談
し
な
が
ら
、

席
を
移
動
せ
ず
に
料
理
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」

●
お
開
き
前　
「
も
う
す
ぐ
お
開
き

と
な
り
ま
す
が
、残
り『
10
分
間
』は
、

自
分
の
席
に
戻
っ
て
料
理
を
食
べ
き

り
ま
し
ょ
う
」

●
問
合
せ  

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
課　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
９
４

「
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
」
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？
労
働
問
題
に
関
し
経
験
豊

富
な「
県
労
働
委
員
会
委
員
」【
弁
護

士
・
大
学
教
授
等
、
労
働
組
合
役
員

等
、
会
社
経
営
者
等
】が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
労
働
者
、
使
用
者
な
ど
誰

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
無
料
、
秘
密
厳
守
】 

●
日
時　
毎
月
第
4
火
曜
日（
閉
庁

日
を
除
く
）

午
後
2
時
30
分
～
午
後
5
時（
受
付

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

4
月
28
日
火 

・
5
月
26
日
火

※
来
庁
で
き
な
い
方
は
電
話
に
よ
る

相
談
も
で
き
ま
す
。

●
場
所　
県
庁
労
働
委
員
会

●
申
込
み　
事
前
に
電
話
に
て
お
申

し
込
み
下
さ
い（
予
約
優
先
）

●
相
談
事
例　
解
雇
、
雇
止
め
、
配

置
転
換
、
賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

●
問
合
せ

県
労
働
委
員
会
事
務
局（
県
庁
15
階
）

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
９
４
３

女
性
の
健
康
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

　
妊
娠(

予
期
し
な
い
妊
娠
を
含
む)

や
出
産
、
子
育
て
、
Ｄ
Ｖ
等
、
思
春

期
か
ら
更
年
期
の
、
女
性
の
心
と
体

の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

●
県
助
産
師
会

☎
０
９
９
‐
２
１
０
‐
７
５
５
９

受
付
時
間　

火
・
木
・
土
・
日
曜
日

の
午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
各
県
保
健
所

電
話
や
面
談
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ　
県
庁
子
ど
も
家
庭
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
７
７
５

照
明
器
具
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ：

毒
性
の
あ
る
絶
縁
油
）を
使
用
し
て

い
る
照
明
器
具
の
安
定
器（
電
灯
の

ち
ら
つ
き
を
安
定
さ
せ
る
装
置
）は
、

建
物
所
有
者
等
が
２
０
２
１
年
3
月

ま
で
に
全
て
廃
棄
処
分
す
る
こ
と
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ　
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
９
６

安心の 365 日・24 時間受付
家族葬、自宅葬から一般葬まで

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

「もしも…」の時。すぐ、お電話ください。
　　　　　　　　すぐ、お迎えに参ります。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の

届
出
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
や
喪

失
な
ど
の
届
出
の
必
要
が
あ
る
方
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

症
の
疑
い
が
あ
り
、
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
必
要
か
ら
市
町
村
の
窓
口
を

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、

錦
江
町
役
場
保
健
福
祉
課
か
田
代
支

所
住
民
生
活
課
に
電
話
な
ど
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

本
庁　
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
４
‐
22
‐
３
０
４
１

田
代
支
所　
住
民
生
活
課

☎
０
９
９
４
‐
25
‐
２
５
１
１
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